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県議会の状況については千葉県議会ホームページにて動画で見られます。

今
回
私
達
民
進
党
千
葉
県
議
会
は
、こ
れ
ま

で
の
定
数
検
討
に
お
い
て一貫
し
て
主
張
し
て
き

て
い
る
飛
地
選
挙
区
の
解
消
と
、逆
転
選
挙
区
の

解
消
、先
の
衆

議
院
選
に
お
い

て
最
高
裁
で
も

違
憲
状
態
と
さ

れ
た
二
倍
以
上

の一票
の
格
差
の

解
消
、そ
し
て
改

革
の
政
党
と
し

て
、大
幅
な
議

員
定
数
の
削
減

を
推
進
す
る
事
の
4
点
を
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
検
討
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、選
挙
区
に
お
い
て
は
県
議
会
議
員

の
職
務
は
、県
民
全
体
の
為
の
政
策
推
進
を
す
る

こ
と
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、よ
り
広
域
的
な
県

民
の
為
の
政
策
が
実
現
す
る
と
思
わ
れ
る
、選
挙

区
を
都
市
に
よ
る
地
域
代
表
型
の
選
挙
区
制
度

か
ら
、県
の
行
政
区
画
で
あ
る
地
域
振
興
事
務
所

の
単
位
を
基
礎
と
し
た
選
挙
区
に
こ
の
際
変
え

る
べ
き
、と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

ま
た
、議
員
の
定
数
に
お
い
て
は
、県
の
財
政

は
義
務
的
経
費
の
割
合
が
増
え
財
政
の
硬
直
化

が
進
む
中
、消
費
税
の
値
上
げ
も
含
め
県
民
の

皆
様
方
に
大
変
な
負
担
を
強
い
て
い
る
事
、ま
た

平
成
23
年
に
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、議
員

定
数
の
上
限
が
撤
廃
さ
れ
た
事
か
ら
、自
ら
の
身

を
削
る
大
幅
な
定
数
の
削
減
を
す
る
べ
き
で
あ

る
と
の
考
え
至
り
、将
来
的
に
は
人
口
10
万
人
に

一人
の
62
人
の
議
員
数
を
目
指
す
も
の
の
、激
変

緩
和
の
観
点
か
ら
段
階
的
に
進
め
る
べ
き
と
考

え
、今
回
は
定
数
を
79
人
ま
で
削
減
す
る
べ
き
と

の
結
論
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、第
4
回
目
の
検
討
委
員
会
に
お
い

て
、各
会
派
の
見
直
し
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、定
数
に
つ
い
て
は
79
人
か
ら
95
人
、ま
た
、選

挙
区
に
つ
い
て
は
27
選
挙
区
か
ら
42
選
挙
区
と

幅
に
開
き
が
あ
り
、か
つ
区
割
り
に
つ
い
て
も
相

違
が
あ
る
な
ど
各
会
派
の
考
え
方
が
異
な
っ
て

お
り
、検
討
委
員
会
と
し
て
討
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、意
見
の一致
を
み
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
訳

で
あ
り
ま
す
。

私
達
の
会
派
と
し
て
は
2
期
に
わ
た
っ
て
議

員
だ
け
で
は
成
案
を
得
る
事
が
出
来
な
か
っ
た

事
か
ら
、今
回
は
成
案
を
得
る
た
め
、第
三
者
委

員
会
の
設
置
を
求
め
ま
し
た
。

し
か
し
、結
果
と
し
て
第
三
者
委
員
会
の
設
置

は
な
さ
れ
ず
、成
案
を
得
る
事
が
出
来
な
か
っ
た

事
は
大
変
残
念
に
思
い
ま
す
。

今
回
私
達
の
提
案
致
し
ま
し
た
95
人
か
ら
79

人
の
案
は
確
か
に
議
会
と
し
て
は
大
変
な
決
断

で
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、議
員
の
皆
様
方
に
お
願
い
し
た
い
の

は
是
非
県
民
の
皆
様
方
に
議
員
の
定
数
の
95
人

が「
多
い
と
思
う
か
、少
な
い
と
思
う
の
か
」、聞

い
て
頂
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

私
が
県
民
の
皆
様
方
に
95
人
だ
け
ど「
多
い

と
思
う
、少
な
い
と
思
う
」、と
聞
く
と
殆
ど
の
方

が
、「
少
し
多
い
よ
ね
」と
言
わ
れ
ま
す
。

現
在
、富
山
市
の
政
務
活
動
費
の
問
題
も
含

め
て
、議
員
に
対
す
る
市
民
の
皆
様
方
の
感
覚
が

変
わ
り
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

26
年
の
定
数
の
検
討
の
際
の
反
対
討
論
で
も

「
議
員
の
位
置
が
国
民
か
ら
名
誉
あ
る
職
と
思

わ
れ
て
い
な
い
」と
の
、お
話
し
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。私
達
は
県
民
の
皆
様
方
に
選
ん
で
頂
き

ま
し
た
、県
民
か
ら
頂
い
た
税
を
大
切
に
使
用
す

る
、そ
の
事
を
勇
気
を
出
し
て
身
を
持
っ
て
示
す

こ
と
が
必
要
な
時
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ら
の
事
か
ら
発
議
案
第
1
号
を
提
案
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

会派19人の代表にて趣旨説明（要旨）

申し訳ありません。私達も95人を79
人にする議案提出をしましたが、最大
会派自民党県議会の提出の94人とな
りました。 今後も言い続けます

議
員
定
数
削
減
!!

消
費
税
の
値
上
げ
も
含
め
県
民
の

皆
様
に
大
変
な
負
担
を
強
い
て
い
る
中
、
自
ら
身
を

削
る
事
さ
え
出
来
な
い
議
員
で
い
い
の
で
し
ょ
う
か



　木更津市議会の定数においても昭和62年の32人から次の27年の市議選では24人の8人減
（25％減）とするなど、全国の市町村議会においては定数削減が少しずつ進んではおります。
　しかし県議会においては改革が進んでいないのが現状であります。

市町村議会は努力をしています

（例）木更津市議会定数の変遷

年　数 議員定数

昭和62年4月〜 32人

平成11年4月〜 30人

平成19年5月〜 28人

平成27年4月〜 24人
25％減

千葉県議会議員定数の変遷
年　数 議員定数

12期（平成3年4月30日〜） 92人

13期（平成７年4月30日〜） 97人

14期（平成11年4月30日〜） 98人

15期（平成15年4月30日〜） 98人

16期（平成19年4月30日〜） 95人

17期（平成23年4月30日〜） 95人
3％増

現在の千葉県議会議員数
会派 人数

自由民主党 54
民進党 19
公明党 8

日本共産党 5
市民ネット・社民・無所属 4

千翔会 2
護憲保守の会 1
千葉県民の声 1

いんば無所属の会 1
合計 95

現　　行 選挙区及び定数案

選挙区 人口 定数 議員１人当
たりの人口

一票の
格差 選挙区 人口 定数 議員１人当

たりの人口
一票の
格差

1 印旛郡 42,212 1 42,212 1.31 1 （新）千葉1区 332,118 千葉市中央区・千葉市緑区 4 83,030 1.52
2 長生郡 60,074 1 60,074 1.86 2 （新）千葉2区 312,468 千葉市稲毛区・千葉市若葉区 4 78,117 1.43
3 山武郡 47,728 1 47,728 1.48 3 （新）千葉3区 328,053 千葉市花見川区・千葉市美浜区 4 82,013 1.51
4 香取郡 35,032 1 35,032 1.09 4 （新）市原1区 274,558 市原市 4 68,640 1.26
5 千葉市中央区 205,187 3 68,396 2.12 5 （新）葛南1区 168,033 習志野市 2 84,017 1.54
6 千葉市花見川区 179,286 3 59,762 1.86 6 （新）葛南2区 193,219 八千代市 2 96,610 1.77
7 千葉市稲毛区 161,162 2 80,581 2.50 7 （新）葛南3区 622,823 船橋市 7 88,975 1.63
8 千葉市若葉区 151,306 2 75,653 2.35 8 （新）葛南4区 481,492 市川市 6 80,249 1.47
9 千葉市緑区 126,931 2 63,466 1.97 9 （新）葛南5区 164,086 浦安市 2 82,043 1.51
10 千葉市美浜区 148,767 2 74,384 2.31
11 銚子市 64,431 2 32,216 1.00
12 市川市 481,492 6 80,249 2.49
13 船橋市 622,823 7 88,975 2.76 10（新）東葛南1区 483,238 松戸市 6 80,540 1.48
14 館山市 47,488 1 47,488 1.47 11 （新）東葛南2区 108,979 鎌ヶ谷市 2 54,490 1.00
15 木更津市 134,175 2 67,088 2.08
16 松戸市 483,238 7 69,034 2.14
17 野田市 153,609 2 76,805 2.38
18 茂原市 89,730 2 44,865 1.39
19 成田市 131,230 2 65,615 2.04 12（新）東葛南3区 414,054 柏市 5 82,811 1.52
20 佐倉市 172,789 3 57,596 1.79 13（新）東葛南4区 131,653 我孫子市 2 65,827 1.21
21 東金市 60,671 1 60,671 1.88 14（新）東葛南5区 153,609 野田市 2 76,805 1.41
22 旭市 66,601 1 66,601 2.07 15（新）東葛南6区 174,417 流山市 2 87,209 1.60
23 習志野市 168,033 2 84,017 2.61 16（新）印旛1区 243,595 佐倉市・八街市 3 81,198 1.49
24 柏市 414,054 5 82,811 2.57 17（新）印旛2区 89,272 四街道市 1 89,272 1.64
25 勝浦市・夷隅郡 36,421 1 36,421 1.13 18（新）印旛3区 196,625 印旛郡・印西市・白井市 3 65,542 1.20
26 市原市 274,558 4 68,640 2.13 19（新）印旛4区 180,886 成田市・富里市 2 90,443 1.66
27 流山市 174,417 2 87,209 2.71 20（新）香取1区 112,558 香取郡・香取市 2 56,279 1.03
28 八千代市 193,219 3 64,406 2.00 21（新）海匝1区 168,305 銚子市・旭市・匝瑳市 2 84,153 1.54
29 我孫子市 131,653 2 65,827 2.04 22（新）山武1区 209,821 山武郡・東金市・大網白里市・山武市 3 69,940 1.28
30 鴨川市 33,954 1 33,954 1.05 23（新）長生1区 149,804 長生郡・茂原市 2 74,902 1.37
31 鎌ヶ谷市 108,979 2 54,490 1.69 24（新）夷隅1区 75,041 勝浦市・夷隅郡・いすみ市 1 75,041 1.38
32 君津市 86,055 2 43,028 1.34 25（新）君津1区 195,139 木更津市・袖ケ浦市 2 97,570 1.79
33 富津市 45,616 1 45,616 1.42 26（新）君津2区 131,671 君津市・富津市 2 65,836 1.21
34 浦安市 164,086 2 82,043 2.55 27（新）安房1区 128,510 館山市・鴨川市・南房総市・安房郡 2 64,255 1.18
35 四街道市 89,272 2 44,636 1.39
36 袖ケ浦市 60,964 1 60,964 1.89
37 八街市 70,806 1 70,806 2.20
38 印西市 92,684 1 92,684 2.88
39 白井市 61,729 1 61,729 1.92
40 富里市 49,656 1 49,656 1.54
41 南房総市・安房郡 47,068 1 47,068 1.46
42 匝瑳市 37,273 1 37,273 1.16
43 香取市 77,526 2 38,763 1.20
44 山武市 52,231 1 52,231 1.62
45 いすみ市 38,620 1 38,620 1.20
46 大網白里市 49,191 1 49,191 1.53

6,224,027 95 6,224,027 79
※人口は2015（平成27）年国勢調査による

民進党案（選挙区27・定数79案）

銚子が1人当たりの人口が一番少ない

新案では鎌ヶ谷市が一番少ない

削減案では
木更津市と袖ケ浦市を合区し

三人区を二人区にする

42 94

鴨川市

山武市

銚子市印西市

佐倉市

香取市

千葉県議会議員選挙区図千葉県議会議員選挙区図新新

鴨川市・南房総市・安房郡選挙区（2）

銚子市・香取郡選挙区（2）

香取市・香取郡選挙区（2）

印西市・印旛郡選挙区（2）

佐倉市・印旛郡選挙区（3）

山武市・山武郡選挙区（2）

4地域の
改定のみ

各会派の定数等改正案
定数 一票の較差

（最大）
逆転選挙区
（※注1） 飛地選挙区

現
状

95
（ ）は現状

との差
2.88：1 8通り 3通り

自
民
党

94
（△1）

2.44：1
※注2：以下同じ 解消 解消

民
進
党

79
（△16）

1.79：1 解消 解消

公
明
党

84
（△11） 1.64：1 解消 解消

共
産
党

95
（±0） 1.79：1 解消 解消

市
社
無

94
（△1） 1.88：1 解消 解消

県
民
声

79
（△16） 1.53：1 解消 解消

※注1　人口が多い選挙区の定数が人口の少ない選挙区の定数より少ない逆転現象。
※注2　議員1人当たりの人口が最少の選挙区を「1」とした。

　栄町及び酒々井町で構成され、飛び
地となっている印旛郡選挙区につい
て、栄町を印西市と、酒々井町を佐倉
市と合区させるものです。当該地域の
定数は5人のままです。

　神崎町、多古町及び東庄町で
構成され、飛び地となっている
香取郡選挙区について、神崎町
及び多古町を香取市と、東庄町
を銚子市と合区するものです。
当該地域の定数は５人から４人
へと１人減員されます。

　芝山町、横芝光町及び九十九
里町で構成され、飛び地となっ
ている山武郡選挙区について、
山武市選挙区と合区するもので
す。当該地域の定数は２人のま
まです。

　鴨川市選挙区と南房総
市・安房郡選挙区を合区
するものです。当該地域
の定数は２人のままです。

印西市
選挙区
（定数１）

佐倉市
選挙区（定数3）

栄町

酒々井町

印旛郡選挙区（定数１）●

●

印西市＋栄町　　　（定数2）
佐倉市＋酒々井町　（定数3）

神崎町

多古町

東庄町

銚子市
選挙区（定数2）

香取郡選挙区（定数１）

●

●

香取市＋神崎町＋多古町（定数２）
銚子市＋東庄町（定数２）

芝山町

横芝光町

九十九里町

山武市
選挙区（定数1）

山武郡選挙区（定数１）

●

●

●

山武市＋山武郡（定数２）

南房総市

鋸南町 鴨川市選挙区（定数1）

南房総市・
　　安房郡選挙区（定数１）

鴨川市＋南房総市
　　　＋鋸南町（定数２）

今回の議員定数・選挙区割り等の見直しによって、具体的に変更することとされた選挙区は以下のとおりです。
赤の太線が新しい選挙区割りです。

香取市
選挙区（定数2）

●

神崎町

印西市
選挙区
（定数１）

佐倉市
選挙区（定数3）

栄町

酒々井町

多古町

東庄町

銚子市
選挙区（定数2）

香取市
選挙区（定数2）

芝山町

横芝光町

九十九里町

山武市
選挙区（定数1）

南房総市

鋸南町 鴨川市選挙区（定数1）

▶

◀


